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は 2030年における温室効果ガスを 26 %(2013年度比)削減する旨の中間目標が掲げられ，
自動車分野においても電動化による CO2排出低減対策が積極的に進められた。代表的な電
動化はパワーステアリングやコンプレッサの駆動の電動化である。2017年における世界の
4 輪車生産台数は 9730 万台に達し，年間 10 億個以上の電動モータが使用されるに至って









































帯域のノイズ量を 30 dB低減できることを理論解析と実験により実証した。 










スイッチング特性に優れた SiC-MOSFET を用いることで，Si-IGBT を使用する場合に比
べて大幅な高効率化が期待できる。しかし，一次側スイッチの高速なオン・オフ動作に伴
う転流動作に起因して，二次側の整流用ダイオードに過大なサージ電圧とこれに起因する
コモンモードノイズ電流が増加することが問題となる。その解決の手段として，一次側と
二次側の間に接続される絶縁変圧器の励磁電流を所定値に設定し，その電流を転流動作に
利用して整流ダイオードの転流を緩やかにすることにより，過大なサージ電圧とコモンモ
ードノイズ電流を効果的に低減できる手法を開発した。本方式によって，整流用ダイオー
ドの過電圧を抑制するスナバ回路とこれに伴う損失（10～20W）を無くすことができるた
め，DC-DCコンバータの変換効率の向上と小型化にも寄与することを明らかにした。 
第 6章では，本論文の総括と今後の課題について言及する。 
 
